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調 査 の 概 要 
 

１ 調査目的 

男女共同参画に関する市職員の意識、意見及び要望を集約、解析することにより、鎌ケ谷市の現状、課題

を把握し、次期男女共同参画計画策定のための基礎資料とすることを目的とする。 

 

２ 調査の方法 

（１）調査対象 鎌ケ谷市常勤職員 ７６９人 

（２）調査方法 配布（インターネット上のアンケートフォーム（Logo フォーム）の公開） 

（３）調査実施時期 令和 7 年８月１５日（金） ～ ９月１６日（火） 

（４）回収結果 総回収数 ５４６件 有効回収数 ５４６件 

 有効回収率 ７１.０％（前回８２.５％） 

 

３ 概要版を読む際の注意点 

・ 前回調査は令和元年 8 月～9 月に実施しており、すべて「前回」と表記する。 

・ 集計は小数点第２位を四捨五入した。したがって、数値の合計が 100.0％にならないことがある。 

・ ２つ以上の回答をしてもよい質問（複数回答）では、数値の合計が 100.0％を上回ることがある。 

・ 本文やグラフ・数表上の選択肢の表記は、場合により語句を簡略化してある。 

・ クロス分析の各属性の回答者数の合計は、「無回答」があるため、全回答者数とは一致しない。 

 

回答者の属性 
 

１ 性別 

 
 

２ 年齢 

  

全　体 [n=546] 68.1 30.6 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない 無回答

全　体 [n=546]

男　性 [n=372]

女　性 [n=167]

回答しない [n=7]

19.4 

18.3 

21.0 

42.9 

24.7 

26.3 

21.6 

14.3 

29.9 

28.0 

34.7 

14.3 

26.0 

27.4 

22.8 

28.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答10～29歳 30歳代 40歳代 50歳以上

男女共同参画に関する市職員 

アンケート調査報告書 概要版 
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Ⅰ 仕事と家庭の両⽴について 
 

１ 仕事と自分の生活のバランスについて 

 

（１）希望（重視したいもの） 

 

（２）現実 

 

  

＜全体＞

今回調査 [n=546]

前回調査 [n=605]

＜性別＞

男　性 [n=372]

女　性 [n=167]

1.1 

1.2 

27.7 

21.0 

6.5 

9.6 

32.8 

28.7 

4.8 

4.2 

7.8 

15.0 

16.4 

18.6 

3.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい 「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

1.1 

2.0 

25.5 

21.7 

7.5 

6.4 

31.5 

27.4 

4.6 

8.4 

10.3 

8.1 

17.0 

22.8 

2.6 

2.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

わからない

＜全体＞

今回調査 [n=546]

前回調査 [n=605]

＜性別＞

男　性 [n=372]

女　性 [n=167]

42.5 

35.9 

7.5 

9.0 

3.0 

3.6 

30.4 

29.9 

7.0 

4.8 

2.2 

1.8 

4.3 

10.8 

3.2 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先している 「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している 「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

40.5 

34.5 

8.1 

6.8 

3.1 

2.6 

30.0 

34.0 

6.2 

8.4 

2.0 

1.8 

6.4 

8.1 

3.7 

3.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

わからない

●希望（重視したいもの）については、前回に比べ『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい』（31.5％）は

4.1 ポイント、『「家庭生活」を優先したい』（25.5％）は 3.8 ポイント高く、『「仕事」と「家庭生活」と「地域・

個人の生活」をともに優先したい』（17.0％）は 5.8 ポイント低くなっている。 

●現実については、前回に比べ『「仕事」を優先している』（40.5％）は 6.0 ポイント高く、『「仕事」と「家庭生

活」をともに優先している』(30.0％)は 4.0 ポイント低くなっている。 

●希望と現実の差については、『「仕事」を優先』は現実（40.5％）が希望（1.1％）より 39.4 ポイント高くな

っている。 
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２ 仕事と家庭生活を両立しようとするうえでの職場の問題 

 

   

 

３ 育児休業の取得環境 

 

 

  

担う仕事の量が多い

人事配置上、相互にサポートする体制になっていない

職場に、時間休や年休が取りづらい雰囲気がある

制度が整備されていない

その他

特に問題はない

無回答

38.5 

25.5 

18.1 

7.0 

3.7 

33.9 

0.0 

37.6 

25.0 

20.7 

7.3 

3.2 

34.1 

0.0 

40.7 

26.3 

13.2 

6.0 

4.2 

33.5 

0.0 

38.0 

26.1 

20.2 

10.4 

6.4 

33.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査 [n=546] 

前回調査 [n=605] 

男 性 [n=372] 

女 性 [n=167] 

全　体 [n=546]

＜性別＞

男　性 [n=372]

女　性 [n=167]

45.7 

58.1 

19.4 

8.4 

34.4 

31.7 

0.5 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ どちらともいえない その他

49.6 15.9 33.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

●職場での問題点は、「担う仕事の量が多い」が 38.5％で最も高く、次いで「人事配置上、相互にサポートする

体制になっていない」が 25.5％となっている。 

●前回と比較すると、「制度が整備されていない」は 3.4 ポイント減少している。 

●性別にみると、「職場に、時間休や年休が取りづらい雰囲気がある」は男性（20.7％）が女性（13.2％）よ

り 7.5 ポイント高く、「担う仕事の量が多い」は女性（40.7％）が男性（37.6％）より 3.1 ポイント高くなって

いる。 

●育児休業が取得しやすい環境であると思うかについては、「はい」が 49.6％、「いいえ」が 15.9％、「どちらともい

えない」が 33.5％となっている。 

●性別にみると、「はい」は女性（58.1％）が男性（45.7％）より 12.4 ポイント高くなっている。 
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Ⅱ 職場における男女共同参画について 
 

１ 職場における性別の違いの有無 

 

 
 

２ 職場での仕事の分担 

 

  

[n=546]

① 仕事の内容 6.4% 13.7%

② 仕事の量 3.1% 13.5%

③ 昇任・昇格の早さ 7.5% 5.7%

④ 能力発揮の機会 9.1% 2.3%

⑤ 職場の情報伝達 3.3% 1.6%

⑥ 研修・教育の機会 2.6% 0.7%

⑦ 人事異動（配置先） 4.6% 13.8%

男性が

優遇さ

れている

（計）

女性が

優遇さ

れている

（計）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

男女で格差はない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている

0.9 

0.7 

1.1 

1.6 

0.7 

0.4 

0.9 

5.5 

2.4 

6.4 

7.5 

2.6 

2.2 

3.7 

72.0 

75.1 

71.4 

78.6 

87.7 

90.5 

66.5 

9.5 

9.7 

3.5 

0.7 

0.7 

0.2 

9.2 

4.2 

3.8 

2.2 

1.6 

0.9 

0.5 

4.6 

7.9 

8.2 

15.4 

9.9 

7.3 

6.2 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

わからない

[n=546]

① 文書の収受など文書事務 7.5% 8.8%

② 予算・決算管理 15.5% 4.2%

③ 事業の計画立案 16.2% 3.1%

④ 会議の司会や説明 12.0% 4.4%

⑤ 窓⼝業務 6.0% 11.2%

⑥ 対外折衝 15.7% 3.5%

主に

男性

（計）

主に

女性

（計）

主に男性 どちらかといえば男性 男女で格差はない

どちらかといえば女性 主に女性

5.3 

7.3 

7.0 

6.0 

4.0 

6.0 

2.2 

8.2 

9.2 

6.0 

2.0 

9.7 

80.6 

75.8 

75.8 

78.8 

80.0 

75.8 

5.7 

2.0 

0.9 

1.8 

6.6 

0.9 

3.1 

2.2 

2.2 

2.6 

4.6 

2.6 

3.1 

4.4 

4.9 

4.8 

2.7 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

わからない

●すべての項目で「男女で格差はない」が６割を超えている。 

●「男性が優遇されている（計）」は、『能力発揮の機会』が 9.1％、「女性が優遇されている（計）」は『人事

異動（配置先）』が 13.8％、『仕事の内容』が 13.7％、『仕事の量』が 13.5％で、他の項目と比べて高くな

っている。 

●すべての項目で「男女で格差はない」が７割を超えている。 

●「主に男性（計）」は、『事業の計画立案』が 16.2％、「主に女性（計）」は『窓⼝業務』が 11.2％で、他の

項目と比べて高くなっている。 
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３ 職場で不利益な扱いを受けたり、不愉快な思いをした経験の有無 

 

 
 

４ 女性の管理職への登用を妨げているもの（２つまでの複数回答） 

 

    

＜全体＞

今回調査 [n=546]

前回調査 [n=605]

＜性別＞

男　性 [n=372]

女　性 [n=167]

9.4 

13.2 

90.6 

86.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.2 

7.6 

88.8 

90.7 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

女性に家事・育児・介護等の負担がある

女性自⾝の昇進意欲が低い

能力に男女の差はないが、管理職に男女共同参画意

識が浸透していない

男女で仕事の質に違いがあり、女性が力をつける機会

がない

その他

わからない

無回答

61.2 

26.6 

13.6 

6.6 

3.7 

21.6 

0.0 

55.1 

23.9 

15.1 

5.1 

3.5 

26.3 

0.0 

74.9 

31.7 

10.2 

10.2 

3.6 

12.0 

0.0 

60.3 

8.1 

24.0 

7.8 

5.8 

21.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査 [n=546] 

前回調査 [n=605] 

男 性 [n=372] 

女 性 [n=167] 

●職場で不利益な扱いを受けたり、不愉快な思いをした経験については、前回に比べ「ある」(11.2％)が 3.6 ポ

イント高くなっている。 

●性別にみると、「ある」は女性（13.2％）が男性（9.4％）より 3.8 ポイント高くなっている。 

●女性の管理職への登用を妨げているものについては、「女性に家事・育児・介護等の負担がある」が 61.2％で

最も高くなっている。 

●前回と比較すると、「女性自⾝の昇進意欲が低い」が 18.5 ポイント増加する一方、「能力に男女の差はない

が、管理職に男女共同参画意識が浸透していない」は 10.4 ポイント減少している。 

●性別にみると、「能力に男女の差はないが、管理職に男女共同参画意識が浸透していない」は男性

（15.1％）が女性（10.2％）より 4.9 ポイント高くなっている。一方、「女性に家事・育児・介護等の負担が

ある」は女性（74.9％）が男性（55.1％）より 19.8 ポイント高く、他 2 項目も女性の方が 5 ポイント以上

高くなっている。 
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Ⅲ 職場におけるハラスメントについて 
 

１ 市のハラスメント相談窓⼝の認知 

 

 
 

２ 職場でのハラスメント被害経験 

 

    

＜全体＞

今回調査 [n=546]

前回調査 [n=605]

＜性別＞

男　性 [n=372]

女　性 [n=167]

85.8 

82.0 

14.2 

18.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

84.4 

79.0 

15.6 

20.2 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

上司自⾝のミスを、有無を⾔わさず自分に責任転嫁された

何の説明もなく役職に見合った業務を与えられず、課内の情報も共有されな

かった

性的なからかいや冗談を⾔われたり、年齢や容姿について話題にされた

「仕事のやり方が下⼿だ」などと皆の前で、⼤声で⻑時間叱責された

「君は給料泥棒だ」「君は暗い」など、人格を否定されるような叱られ方をした

正当な理由もなく⼤量の処理業務を押しつけられ、期限内に処理するよう

命令された

わざと体に触られた

⾔動について、「男（女）のくせに」、「男（女）らしくない」と⾔われた

「男性なのに育休取るの︖」などと否定的なことを⾔われた

申請したものの、妊娠時、休憩の時間を⻑くしたり通勤時間をずらしたりする

ことができなかった

お酌を強要されたり、カラオケでデュエットを強要された

⾷事等にしつこく誘われたり、執拗に交際を迫られた

その他

職場でのハラスメント被害経験がある（計）

被害を受けた事はない

無回答

4.6 

2.7 

2.6 

2.4 

2.2 

1.6 

0.9 

0.9 

0.7 

0.5 

0.2 

0.2 

2.9 

14.7 

85.3 

0.0 

4.0 

2.7 

1.9 

2.4 

3.0 

1.9 

0.5 

1.1 

0.5 

0.3 

0.3 

0.0 

1.6 

11.8 

88.2 

0.0 

5.4 

3.0 

3.6 

2.4 

0.6 

1.2 

1.2 

0.6 

0.6 

1.2 

0.0 

0.0 

5.4 

20.4 

79.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 [n=546] 

男 性 [n=372] 

女 性 [n=167] 

●市のハラスメント相談窓⼝の認知状況については、前回に比べ「知っている」（84.4％）が 5.4 ポイント高くな

っている。 

●性別にみると、「知っている」は男性（85.8％）が女性（82.0％）より 3.8 ポイント高くなっている。 

●「職場でのハラスメント被害経験がある（計）」は 14.7％となっている。 

●性別にみると、「職場でのハラスメント被害経験がある（計）」は女性（20.4％）が男性（11.8％）より8.6

ポイント高くなっている。 
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Ⅳ 男女共同参画に対する意識について 
 

１ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

 

 
 

２ 男女共同参画に関連した⾔葉の認知度 

 

 

  

＜全体＞

今回調査 [n=546] 11.4% 61.7%

前回調査 [n=605] 18.4% 54.1%

＜性別＞

男　性 [n=372] 11.8% 60.5%

女　性 [n=167] 10.8% 63.5%

そう思う

（計）

そう思わ

ない

（計）

2.4 

1.8 

9.4 

9.0 

27.7 

25.7 

10.5 

15.6 

50.0 

47.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.2 

1.2 

9.2 

17.2 

26.9 

25.1 

12.1 

9.6 

49.6 

44.5 2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾮常にそう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そうは思わない 無回答

① ワーク・ライフ・バランス 97.8%

② ポジティブ・アクション 51.3%

③ ジェンダー 97.4%

④ ＤＶ︓ドメスティック・バイオレンス 99.2%

⑤ ＬＧＢＴＱ＋ 96.9%

⑥ セクシュアル・マイノリティ 93.6%

⑦ ＳＯＧＩ 51.6%

⑧ ダイバーシティ 86.6%

[n=546]
認知

（計）

83.0 

14.1 

74.0 

91.9 

73.6 

66.7 

20.3 

50.5 

14.8 

37.2 

23.4 

7.3 

23.3 

26.9 

31.3 

36.1 

2.2 

48.7 

2.6 

0.7 

3.1 

6.4 

48.4 

13.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前だけは知っている

知らない 無回答

内容を理解している

●「男は仕事、女は家庭」という考え方については、前回に比べ「そう思わない（計）」（61.7％）が 7.6 ポイン

ト高くなっている。 

●性別にみると、「そう思わない（計）」は女性（63.5％）が男性（60.5％）より 3.0 ポイント高くなっている。 

●『ＤＶ︓ドメスティック・バイオレンス』、『ワーク・ライフ・バランス』、『ジェンダー』、『ＬＧＢＴＱ＋』の４項目は「内

容を理解している」が７割を超え、理解度が高くなっている。一方、『女性⽀援新法』、『リプロダクティブヘルス・ア

ンド・ライツ』、『クオータ制』、『パープルリボン』の４項目は「知らない」が５割を超えている。 
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⑨ 鎌ケ谷市男女共同参画（推進）計画 93.9%

⑩ 鎌ケ谷市パートナーシップ・

    ファミリーシップ届出制度
82.8%

⑪ リプロダクティブヘルス・アンド・ライツ 27.4%

⑫ パープルリボン 47.7%

⑬ クオータ制 30.6%

⑭ 女性⽀援新法 25.6%

⑮ ＬＧＢＴ理解増進法 54.4%

[n=546]
認知

（計）

41.2 

39.0 

7.1 

15.6 

9.0 

4.2 

12.3 

52.7 

43.8 

20.3 

32.1 

21.6 

21.4 

42.1 

6.0 

17.2 

72.5 

52.4 

69.4 

74.4 

45.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前だけは知っている

知らない 無回答

内容を理解している

令和７年度 男女共同参画に関する市職員アンケート調査報告書 概要版 

鎌ケ谷市 市民生活部 市民活動推進課 男女共同参画室 

〒273-0195 鎌ケ谷市新鎌ケ谷二丁目６番１号 


